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三重大学（上浜）総合研究棟ⅡB棟４階会議室改修工事
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工事場所：三重県津市栗真町屋町１５７７(三重大学上浜団地構内)

江戸橋

Ｊ
Ｒ

志 伊勢湾

登

茂 川

津駅

国
道

２
３

号
線

県庁

至松阪

案　内　図

A3:1/5,000

２

令和7年4月

工事名

図面名称 縮尺 部長 課長 副課長 担当者

総数

図面番号

A-01

三重大学施設部施設管理チーム

　特記仕様書、案内図、配置図

工事概要

工事場所

完成期限

一般特記事項

総則 １．この工事の受注者は、下記に基づき工事を施工すること。

　・図面

　・公共建築工事標準仕様書

　・公共建築改修工事標準仕様書

　・国立大学法人三重大学契約事務取扱細則

　・特記仕様書

　・文部科学省電気設備工事標準仕様書

　・公共建築改修工事標準仕様書

　・公共建築設備工事標準図

　・文部科学省電気設備工事標準図

　・工事写真撮影要領

　・公共建築工事標準仕様書

　・公共建築改修工事標準仕様書

　・公共建築設備工事標準図

　・文部科学省機械設備工事標準仕様書

　・文部科学省機械設備工事標準図

　(1) ・印で始まる事項及び表中の・印の事項は、○印の付された

２．特記仕様書の適用方法

　　　事項のみ適用する。

　(2) 　　　で抹消した章及び項目の当該特記事項は、全て適用しない。

　(3) 表中の数字、文字又は記号を記入する事項は、記入してある

　　　事項のみ適用する。

　(4) 特記された材料、製造所、製品名、施工業者等の取扱いは、

　　　特記されたもの又は同等以上のものとする。ただし、同等以

　(5) 左欄の(　)、<　>内の数値は、下記の各該当番号を示す。

　　　(　) － 公共建築工事標準仕様書

　　　<　> － 公共建築改修工事標準仕様書

　　　上のものとする場合は、担当者の承諾を受ける。

第１編　一般共通事項　

　この工事現場では、次の施工条件による。

（公共改修仕様書）

1.施工条件

工事内容

特記仕様書

　・文部科学省土木工事標準仕様書

　・公共建築工事標準仕様書

　・文部科学省土木工事施工管理要領

提出書類

　・工程表

　・施工計画書

　・施工図

　・工事写真

　・完成写真

　・報告書（試験成績書）

　・施工体制台帳（下請契約を締結した場合）

　・業務の支障となる部屋等での作業に関しては、休日（土、日、

　　祝）に行う。

　・学生・教職員の安全確保と教育・研究を最優先とし、工法・

　　作業時間等に関しては監督職員と協議のうえ作業を行う。

　・工事車両による資材等の搬出入の際には交通誘導員等を配置し、

　　学生・教職員等施設利用者の安全を確保すること。

（公共改修仕様書）

3.環境への配慮

＜1.4.1＞

（公共改修仕様書）

　　　　　資料

下記に示す機器及びシステムについては、当該機器又はシステムを

運用する職員に対しその機能・操作の説明，保守点検の要領及び障

害時の対策等を説明するものとする。

（公共改修仕様書）

　発生材の処理は、関係法令にしたがい適切に処理すること。

（公共改修仕様書）

　仮設間仕切り

＜2.2.1＞

4.保全に関する

5.足場

6.発生材の処理等

請負代金の支払い

　・機器完成図

　・完成図

（公共改修仕様書）

　環境保全等

2.施工中の 「低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定」（平成9年7月

31日建設省告示第1536号）に基づき指定された建設機械，かつ，特

定特殊自動車排出ガスの規制等に関する法律に基づく技術基準に適

合する建設機械又は「排出ガス対策型建設機械指定要領」（平成3年

10月8日建設省経機発第249号）において基準値に適合する建設機械

を使用するものとする。 

工事名

　・国立大学法人三重大学工事請負契約基準

三重大学財務部より工事完成後、１回以内に支払うものとする。

下記のものを提出すること。

　・大学行事等により生じる工事規制に従うこと。

　 ※試験等詳しい日時に関しては、決まり次第連絡する。 

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

　○

 (統一基準)(建築工事編)(令和7年版)

 (統一基準)(建築工事編)(令和7年版)

 (令和3年版)

 (統一基準)(電気設備工事編)(令和7年版)

 (特記基準)(令和7年版)

 (統一基準)(電気設備工事編)(令和7年版)

 (統一基準)(電気設備工事編)(令和7年版)

 (特記基準)(令和7年版)

 (統一基準)(機械設備工事編)(令和7年版)

 (特記基準)(令和7年版)

 (統一基準)(機械設備工事編)(令和7年版)

　○

　○

三重県津市栗真町屋町１５７７（三重大学上浜団地構内）

令和７年８月２９日（金）

三重大学（上浜）総合研究棟ⅡB棟４階会議室改修工事

内装改修工事一式（壁の新設）

 (令和4年版)

 (統一基準)(機械設備工事編)(令和7年版)

 (特記基準)(令和7年版)

（文部科学省）(令和5年9月)

＜1.3.5＞

＜1.3.11＞

＜1.9.3＞

＜2.3.2＞

材料等

　○

　○

shisetsukikaku112
ネーム印

shisetsukikaku112
ネーム印

shisetsukanri122
ネーム印
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改修前　４階平面図　S=1/200

【凡例】

改修後　４階平面図　S=1/200

･･･実線部を改修する。

･･･天井張替範囲を示す。

【凡例】

※
※

･･･建具符号を示す。･･･天井撤去範囲を示す。

吸音用あなあきせっこうボードＧＢ－Ｐ

吸音用あなあきせっこうボードＧＢ－Ｐ t9.5 ＮＭ－０８７９（不燃）

内部仕上表（改修後）内部仕上表（改修前）

階 改修前室名 天井高
下地 仕上

床
巾木

下地 仕上

壁

下地 仕上

天井
備考

４

リフレッシュ

階 改修前室名 天井高
下地 仕上

床
巾木

下地 仕上

壁

下地 仕上

天井
備考

４

CH=2,600
Ｃ ＶＳ ＶＨ H60

GB-R t12.5

ＷＰ ＬＧＳ+ＧＢ－Ｒ t9.5

既設のまま 既設のまま 既設のまま

既設のまま

既設のまま 一部撤去

凡例

金コテ仕上

Ｃ

Ｍ

金Ｋ

コンクリート

モルタル

防水モルタル防Ｍ

木コテ仕上木Ｋ

コンクリート下地調整（Ｃ－１）

Ｃ２ コンクリート下地調整（Ｃ－２）

コンクリートブロックＣＢ

Ｃ１

ＶＳ ビニル床シート

ＶＴ ビニル床タイル

ＴＳ 単層ビニル床シート

ＦＳ 複層ビニル床シート

ＣＰＴ タイルカーペット

ＶＨ ビニル幅木

ＣＦ 塗床

ＷＰ 壁紙

軽量鉄骨下地ＬＧＳ

せっこうボードＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ シージングせっこうボード

ＧＢ－Ｒ－Ｈ 硬質せっこうボード

強化せっこうボードＧＢ－Ｆ

ケイ酸カルシウム板ＫＢ

化粧ケイ酸カルシウム板ＫＢＴ

化粧せっこうボード（455×910)ＧＢ－Ｄ

ロックウール吸音板ＲＷ

耐候性塗料塗り

ＳＯＰ

ＥＰ

ＤＰ

合成樹脂調合ペイント塗り

合成樹脂エマルションペイント塗り

つや有合成樹脂エマルションペイント塗りＥＰ－Ｇ

せっこうボードＧＢ－Ｒ t12.5

ＧＢ－Ｓ t12.5 シージングせっこうボード

ＧＢ－Ｒ－Ｈ 硬質せっこうボード

強化せっこうボードＧＢ－Ｆ t12.5

ケイ酸カルシウム板ＫＢ t6.0

化粧ケイ酸カルシウム板ＫＢＴ t6.0

化粧せっこうボードＧＢ－Ｄ t9.5

ロックウール化粧吸音板ＲＷ t9.0

ＮＭ－８６１９（不燃）

ＮＭ－８６１５（不燃）

ＮＭ－９６３９（不燃）

ＮＭ－９６４５（不燃）

ＮＭ－８４２４（不燃）

ＮＭ－４２２７（不燃）

ＮＭ－３７０３（不燃）

ＮＭ－８５９９（不燃）

ＥＰ 合成樹脂エマルションペイント塗り

ＷＰ 不燃認定品壁紙（下地不燃）

ＮＭ－８５８５

Ｗ１

ＬＧＳ+ＧＢ－Ｆ t12.5＋GB-F t12.5（両面）

特記事項
　１，※　印のものはすべてアスベスト含有建材とし、撤去・処分する。

　３，特記なき限り天井廻縁は塩ビ製とする。

４，ビニル床シートは溶接工法とする。

５，壁紙下地は特記なき限りＶ目地工法とする。

６，本工事で使用する化粧せっこうボードは、特記なき限りトラバーチン柄とする。

７，床材が異種材料で取合う場合は特記なき限りＳＵＳ床見切を標準とする。

８，備考に記載のものは、本工事とする。　２，天井撤去時は特記無き限り天井廻縁（塩ビ製）も撤去する。

防火材料認定番号

Ｃ

既設のまま

せっこうボードＧＢ－ＮＣ t 9.5 ＮＭ－０４４１（不燃）

ＯＡ ＯＡフロア

ＲＷ t9

一部撤去

ＥＶ

リフレッシュコーナー

ＤＮ

ＥＰＳ

Ｂ１階段

ＥＶ

会議室

ＤＮ

ＥＰＳ

Ｂ１階段

会議室２

Ｗ１

Ｗ１

Ｗ１

LD
1

LD
1

コーナー

ＷＦ フローリング

ＷＨ 木製幅木

クリヤラッカー塗りＣＬ

ＦＰ０６０ＮＰ－０４８３（１）

会議室２ CH=2,600

会議室 CH=2,600 ＶＨ H60 GB-R t12.5（既設のまま）
Ｗ１（新設）
下地調整

ＶＳ

ＣＰＴ
既設のまま 一部新設

ＷＰ

一部新設

ＬＧＳ+ＧＢ－Ｒ t9.5

一部新設

ＲＷ t9

一部新設

ＶＨ H60 GB-R t12.5（既設のまま）
Ｗ１（新設）
下地調整

ＣＰＴ
既設のまま 一部新設

ＷＰ

一部新設
ＬＧＳ+ＧＢ－Ｒ t9.5

一部新設

ＲＷ t9

一部新設

１

ＬＤ
符号

姿図

沓摺

型式

見込

材種

仕上

ガラス

その他

鋼製

－

鋼製軽量親子扉

枠：１３５　　扉：４０

ＦＬ５

焼付塗装

２

W寸法、H寸法は有効開口とする。

▽
2FL

建具表（改修後）　S=1/200

個
数

付属金物一式、シリンダー錠

新設

ＶＳ

アルミ製天井点検口新設
□４５０

スクリーンボックス新設

天井点検口新設　１か所
１か所

廊下 廊下

廊下 CH=2,600 ＶＳ ＶＨ H60 GB-R t12.5（既設のまま）
Ｗ１（新設）
下地調整

既設のまま 一部新設
ＷＰ

一部新設
ＬＧＳ+ＧＢ－Ｒ t9.5

一部新設

ＲＷ t9

一部新設
Ｃ

既設のまま
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FIX FIXFIX FIX FIX

改修後　Ａ断面図　S=1/100

Ａ Ａ

壁新設　Ｗ１

天井改修

アルミ製スクリーンボックス新設
既製品　150×150×3,300

部長 担当者課長 副課長

A3:1/200

工事名

２

縮尺

令和7年4月

図面名称

総数

図面番号

A-02

三重大学施設部施設管理チーム

　仕上表、平面図

三重大学（上浜）総合研究棟ⅡB棟４階会議室改修工事

shisetsukanri122
ネーム印

shisetsukikaku112
ネーム印

shisetsukikaku112
ネーム印


